
○北山公園の設置及び管理に関する条例 

平成１８年３月１９日 

条例第１３９号 

（設置） 

第１条 市に、市民が自然に親しみつつ、観光レクリエーション及びスポーツ

活動を行う場として、北山公園（以下「公園」という。）を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 公園の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

北山公園 笠間市平町北山 

（施設） 

第３条 公園の施設は、次のとおりとする。 

施設の名称 設備内容 

北山公園 面積４８．９８ha 

管理棟休憩施設 １棟（事務室・展示室・売店・トイレ・

休憩所） 

オートキャンプ場 炊事場１棟、キャンプサイト７区画 

バーベキュー場 バーベキュー屋根付炉９棟、トイレ 

展望塔 １棟 

その他付随する施設 ローラー滑り台１基、水車小屋１棟、ト

イレ２棟 

（平２８条例３６・全改、令元条例１１・一部改正） 

（有料施設） 

第４条 公園の有料施設は、次の各号に掲げるものとする。 

（１） オートキャンプ場 

（２） バーべキュー場 

（平２８条例３６・全改） 

（使用日及び使用時間） 

第５条 施設の使用日及び使用時間は、次のとおりとする。ただし、市長が特



に必要と認めるときは、これを変更することができる。 

施設の名称 使用日 使用時間 

管理棟休憩施設 １２月２８日から翌年１

月５日までの日を除く毎

日 

４月１日から９月３０日

までの期間 午前９時か

ら午後６時まで 

１０月１日から翌年３月

３１日までの期間 午前

９時から午後４時まで 

展望塔 １２月２８日から翌年１

月５日までの日を除く毎

日 

４月１日から９月３０日

までの期間 午前９時か

ら午後６時まで 

１０月１日から翌年３月

３１日までの期間 午前

９時から午後４時まで 

オートキャンプ場 １２月２８日から翌年１

月５日までの日を除く毎

日 

午後１時から翌日の午前

１１時まで 

バーベキュー場 １２月２８日から翌年１

月５日までの日を除く毎

日 

午前１０時から午後８時

３０分まで 

（第１部 午前１０時か

ら午後３時 第２部 午

後３時３０分から午後８

時３０分） 

（平２８条例３６・全改） 

（使用する者の義務） 

第６条 公園を使用する者は、施設及び附属する備品を使用するときは、善良

な管理者の注意をもってこれを使用しなければならない。 

２ 公園を使用する者は、故意又は重大な過失により施設及び設備を損傷し、

又は滅失したときは、それによって生じた損害を賠償しなければならない。 

（平２８条例３６・全改） 



（使用の制限等） 

第７条 市長は、公園を使用しようとする者又は現に使用している者が次の各

号のいずれかに該当するときは、公園に立ち入ることを制限し、若しくは禁

止し、又は施設から退去することを命ずることができる。 

（１） 公の秩序を乱し、又は善良の風俗を害するおそれがあるとき。 

（２） 公園の管理上支障があるとき。 

（平２８条例３６・全改） 

（使用の許可） 

第８条 有料施設を使用しようとする者は、あらかじめ市長に申請し、その許

可を受けなければならない。許可を受けた事項を変更しようとするときもま

た同様とする。 

２ 前項の許可には、管理上必要な条件を付することができる。 

（平２８条例３６・全改） 

（許可の取消し等） 

第９条 市長は、使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）が次の各

号のいずれかに該当するときは、許可した事項を変更し、又は許可を取り消

し、若しくは使用の中止を命ずることができる。 

（１） この条例又はこれに基づく規則に違反したとき。 

（２） 使用者が許可の申請書に偽りの記載をし、又は不正の手段により許

可を受けたとき。 

（３） 前各号に掲げる場合のほか、災害その他緊急やむを得ない事態の発

生等により、特に必要と認められるとき。 

２ 前項の規定により許可した事項を変更し、又は許可を取り消し、若しくは

使用の中止を命じた場合において使用者に損害が生じても、市長はその賠償

の責めを負わないものとする。ただし、同第３号に該当する場合は、この限

りでない。 

（平２８条例３６・全改） 

（使用料） 

第１０条 使用者は、次に掲げる額の使用料を使用しようとする日までに納付

しなければならない。 



施設の名称 単位 金額 

オートキャンプ場 １区画 １泊 ３，３００円 

バーベキュー場 １棟 ５時間 １，６５０円 

２ 市長は、規則で定めるところにより、使用料を減額し、又は免除すること

ができる。 

３ 既に納入された使用料については、還付しない。ただし、使用者の責めに

よらない事由により使用できないときは、その全部又は一部を返還すること

ができる。 

（平２８条例３６・追加、令元条例５・一部改正） 

（原状回復義務） 

第１１条 使用者は、その使用を終えたとき又は第９条の規定により使用の許

可を取り消されたときは、直ちに原状に回復して明け渡さなければならない。 

（平２８条例３６・追加） 

（使用の権利の譲渡等の禁止） 

第１２条 使用者は、使用の権利を他に譲渡し、又は転貸してはならない。 

（平２８条例３６・追加） 

（指定管理者による管理） 

第１３条 市長は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第

３項の規定により、法人その他の団体であって市長が指定するもの（以下「指

定管理者」という。）に、公園の管理を行わせることができる。 

（平２８条例３６・追加） 

（指定管理者が行う業務の範囲） 

第１４条 前条の規定により指定管理者に行わせることができる業務は、次の

各号に掲げる業務とする。 

（１） 公園及び各施設の維持管理に関すること。 

（２） 利用許可等に関すること。 

（３） 公園の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）の徴収に関す

ること。 

（４） 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

２ 市長が前条の規定により指定管理者に業務を行わせる場合において、第５



条（見出しを含む。）の規定中「使用日」とあるのは「利用日」と、「使用

時間」とあるのは「利用時間」と、第５条及び第７条から第１０条までの規

定中「市長」とあるのは「指定管理者」と、第８条（見出しを含む。）から

第１０条まで及び第１２条（見出しを含む。）の規定中「使用」とあるのは

「利用」と、第９条から第１１条（見出しを含む。）まで及び第１２条の規

定中「使用者」とあるのは「利用者」と、第１０条（見出しを含む。）の規

定中「使用料」とあるのは「利用料金」と読み替えるものとする。 

（平２８条例３６・追加） 

（利用料金） 

第１５条 第１０条の規定にかかわらず、第１３条の規定により管理を指定管

理者に行わせる場合において、利用者は指定管理者に対し利用料金を支払わ

なければならない。 

２ 利用料金は、法第２４４条の２第８項の規定により指定管理者の収入とし

て収受させることができる。 

３ 利用料金の額は、第１０条に定める額を上限として、指定管理者が定める。

この場合において、指定管理者はあらかじめ当該利用料金の額について市長

の承認を得なければならない。 

４ 市長は、前項の規定により利用料金の額を承認したときは、速やかに当該

承認の内容を公示するものとする。 

（平２８条例３６・追加） 

（委任） 

第１６条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

２ 第１３条の規定により管理を指定管理者に行わせる場合において、利用者

の都合による解約に伴い生じる逸失利益に対する損害賠償金については、指

定管理者が別に定める。この場合において、指定管理者はあらかじめその内

容について市長の承認を得なければならない。 

（平２８条例３６・旧第１０条繰下・一部改正） 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１８年３月１９日から施行する。 



（経過措置） 

２ この条例の施行の日の前日までに、合併前の北山公園の設置及び管理に関

する条例（平成６年友部町条例第１８号）の規定によりなされた処分、手続

その他の行為は、この条例の相当規定によりなされたものとみなす。 

附 則（平成１８年条例第２３４号） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日前になされた北山公園の管理に関する業務を行わせる

ものを選定する手続は、この条例による改正後のこの条例第３条の規定によ

りなされたものとみなす。 

附 則（平成２８年条例第３６号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２９年４月１日から施行する。 

（準備行為） 

２ この条例の施行の日以後の使用に係る使用の許可及び指定管理者の指定に

関し、必要な手続その他の行為については、この条例の施行前においても行

うことができる。 

附 則（令和元年条例第５号） 

この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 

附 則（令和元年条例第１１号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

 


